
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Mechanical Engineering (Night Course) [⇒Japanese]

Electronic Circuits 2 units (compulsory)

Atsuya Oishi ·Associate Professor / Mechanical Science, Department of Mechanical Engineering

Target〉 急速に発展する「マイクロエレクトロニクス」との融合により「機械」
の新たな機能を創造する「メカトロニクス」のための電子回路の基礎知識を
習得させる．

Outline〉 最初に受動素子の働きとその回路について説明した後，マイクロエレ
クトロニクスの中心となる半導体電 子部品について述べる. 後半はデジタル
回路に関して各種機能の実現方法を詳述する.

Keyword〉 analog circuit, digital circuits, メカトロニクス
Fundamental Lecture〉 “C Language Programming Exercise”(1.0)

Relational Lecture〉 “Mechatronics Engineering”(0.5), “Mechatoronics Labo-
ratory”(0.5)

Requirement〉 「C言語演習」を履修していること．
Goal〉

1.基本的な電子デバイスの機能を定性的かつ定量的に理解する．
2.基本的なアナログ電子回路の計算方法を習得する．
3.基本的なデジタル論理回路の設計 ·解析手法を習得する．

Schedule〉
1.オームの法則
2.直流と交流
3.受動電子部品 (Cと L)
4.回路の過渡現象
5.回路の周波数特性
6.回路シミュレーション
7. PN接合とダイオード
8.トランジスタ増幅回路とオペアンプ
9.デジタル基本論理回路

10.デジタル回路と真理値表
11.ブール代数と論理式
12.二進法と加算回路
13.フリップフロップ
14.カウンタとシフトレジスタ
15. AD変換と DA変換
16.定期試験

Evaluation Criteria〉 講義に対する理解力の評価は定期試験 (80%)および授業へ
の取り組み状況 (20%)をもとに総合的に評価し 60%以上を合格とする．

Textbook〉 西堀賢司著「メカトロニクスのための電子回路基礎」コロナ社
Reference〉
�加藤肇 ·見城尚志 ·高橋久著「図解 ·わかる電子回路」講談社
�高橋晴雄 ·阪部俊也著「機械系の電子回路」コロナ社
�藤原修著「インターフェースの電子回路入門」オーム社

Webpage〉 http://www.me.tokushima-u.ac.jp/˜oishi/o e002.htm
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216205
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Oishi (M622, +81-88-656-7365, oishi@me.tokushima-u.ac.jp) Mail

Note〉「メカトロニクス実習」の授業は，本講義の受講を前提として進められる.
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